
アート・イベントのお知らせ

　会　期： 開催中～ 11 月 10 日㈰　会　場：第 1展示室

「開館 20 周年記念くっちゃん美術展第 61 回麓彩会展＋くっちゃ

ん ART2020」

　60 年以上も前に小川原脩を中心として創立された当時の後志

在住作家を核とする「麓彩会展」、そして羊蹄山麓と関わりの深

い作家により構成される「くっちゃん ART」。「地域」という共通

のキーワードで、両展を一堂に集めて開催します。

　会　期： 11 月 16 ㈯～翌年 2月 11 日㈫　会　場：第 1展示室

「小川原脩セレクション　原始の美－ 1960's」

　会　期：開催中～翌年 1月 13 日㈪　会　場：第 2展示室

世界美術館紀行Ⅷ～オーストリア＆スイス編～

　日　時：11 月 2 日㈯ 14 時～ 15 時 30 分

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

アート・トーク「小川原脩の世界より」

　日　時：11 月 9 日㈯ 14 時～ 15 時

　お話し：沼田　絵美（学芸員）　会　場：当館映像ルーム（無料）

齋藤真知亜　齋藤律子ヴァイオリン・コンサート

　日　時：11 月 3 日㈰ 14 時～ 15 時　会　場：当館ロビー（無料）

　出　演：齋藤真知亜さん、齋藤律子さん

「描いて、刷り取る〈木版リトグラフ〉体験」※定員 15 名（要申込み・定員になり次第終了）

　日　時：11 月 30 日㈯ 10 時～ 16 時　講　師：府川　誠　先生（版画家）　会　場：倶知安風土館研修室

　対　象：一般（中学生以上）　定　員：15 名　申込方法：美術館へ来館または電話

第 12 回「ふるさとを描こう」絵画コンクール入賞者（町内分、敬称略）

「メットガラ～ドレスをまとった美術館」2016 年 /91 分 / アメリカ

（字幕）　　　

　日　時：11 月 23 日㈯ 13 時～ 15 時 40 分　お話し：柴　　勤（当

　館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

－19－ －18－

■開館 20 周年記念特別展「小川原脩の世界」

■企画展示

　ちょうど 10 年前の 11 月 1 日、期

待と不安を抱いてパリへ旅立ちまし

た。目的は、自分のテーマとしてい

た画家の調査。それから3カ月間は、

まるで学生時代に戻ったような研修

三昧の日々でした。毎日のように図

書館通い。週に一回はコレクターの

もとでの作品調査。

　ただ、膨大な資料を集めたものの、

帰国後は押入れの奥深くで眠ったま

まに。そろそろ出してあげなくては

と、年末が近づく度に思い出しては

いるのですが。それにしても懐かし

いな、食べまくったバゲットの味。

霜降り月の思い出

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

―「湯湯婆」この漢字読めますか ―
439 回

　　『犬と雪山』

1970 年　小川原　脩　画

展覧会のお知らせ

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

■造形活動ワークショップ

■ 11 月 3 日は開館 20 周年記念日

■アート・シネマ館

■土曜サロン

■開館 20 周年記念コンサート

※（　）内は 10 名以上の団体料金

11月の休館日 毎週火曜日
11～15日（展示替えのため）

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

　「湯婆」とは容器、入れ物のことです。中に湯を入れる容器が「湯湯婆」となるのでしょう。縫い合わせ

た布や専用の布袋で包み、就寝中、寝床に入れて足や腰を温めたり、椅子に座りながら足を温めたりする保

温用具です。

　湯湯婆は元禄年間（1688 年～ 1704 年）にはすでにあり、江戸時代に徳川綱吉が使用したという犬型の湯

湯婆が栃木県日光市の輪王寺に保管されています。瀬戸物などの陶器製でかまぼこ型や円筒形が使われてい

ましたが、大正以降、金属製のものがあらわれ、昭和に入ると強度を高めるために波型を付けたブリキ製の

　澄んだブルーとグリーンが散りばめられ、透き通った空気感を作り出して

います。淡いパステル調の画面は、1970 年頃、犬との組み合わせを描いた

小川原脩の作品の数々に共通するものです。

　描かれているものを画面上から丁寧に見ていきましょう。空に浮かぶ雲を

背景に雪山・イワオヌプリが描かれています。手前に折り重なる丘は緑のま

まですから、高い山にだけ雪が降り積もる時期かと想像できます。次に変わっ

たものが現れますが、水平に倒れ、朽ちつつある針葉樹です。かつての枝が手足のような突起物となり、美

しい紫色の肌もあり、そこにはまだ生命の煌
きら

めきが潜んでいるように感じます。その倒木の下辺にはひとき

わ目を引くブルーの背景があり、そして一匹の犬へと至ります。その姿勢は手足から尾までも抱え、うずく

まっています。これまた鮮やかなブルーの瞳のせいでしょうか、特段もの悲しい印象はなく、淡々としてい

ます。手足を伸ばした倒木とうずくまる犬の対比は、行く手を阻まれているようでも、逆に身を潜めた犬を

守っているようでもあり、どちらとも受け止められるでしょう。

　この作品は特別展の終了後、再び北海道大学事務局にひっそりと収蔵される予定です。次にこの犬と出会

えるのはいつの日になるでしょう。再会を願ってやみません。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

（北海道大学事務局蔵）

ものが出現し、広く普及しました。戦時中、金属が貴重となったため、

陶器でその形を模して作った時期がありましたが、近年はプラスチッ

ク製が主流になっています。

　さて、「湯湯婆」の読み方、もうお分かりですね。湯湯婆と書いて「ゆ

たんぽ」と読みます。ゆたんぽは知っていても、漢字はわからない人、

多いのではないですか。

文：森脇　友行（倶知安風土館　学芸補助員） ブリキ製（左）と陶器製（右）の湯湯婆

※観覧料無料、10 時から絵画コンクール表彰式

◎ふるさと賞入賞作品は 11 月 3 日～ 10 日まで小川原脩記念美術館に展示します

◎応募された全作品は 11 月 15 日～ 12 月 8 日まで文化福祉センターに展示します

ふるさと賞／ 三田彬
あ き と

人 ( 北陽小 1年 ) 中谷心
こ は る

晴 ( 北陽小 1年 ) 藤原栞
か ん な

奈 ( 倶知安小 1年 ) 柳谷唯
ゆ な

奈 ( 西小 2年 )

渡辺亜
あ ゆ

侑 ( 北陽小 2年 ) 髙橋夏
か お

緒 ( 北陽小 3年 ) 田辺千
ち あ き

明 ( 倶知安小 3年 ) 荒木　柊
しゅう

( 東小 4年 )

條々美
み ゆ

結 ( 北陽小 5年 ) 桝田蓮
れ ん か

香 ( 倶知安小 6年 ) 三田彩
い ろ は

葉 ( 北陽小 6年 )

学 校 賞／ 北陽小学校


